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「ASK? 映像祭 2010」を開催いたします。2004 年に行った映像コンペティションをきっかけに翌年からスタート

したこの映像祭も今年で 6回目となります（コンペは 7回目）。小規模な映像祭ですが、公募によって今後を

担う作家を発掘するとともに、多様なジャンルの映像作品を紹介することに努めてきました。

最新の映像作品に注目するだけでなく、過去の遺産にも目を向けることで、映像表現の「いま」を考えます。

無料

2010.7.26(月)～7.31(土)佐竹 真紀 個展
毎年、ASK?映像祭では、前年度のコンペティション大賞受賞者に個展の場を設けており、今年は2009年度に大賞を受賞した
佐竹真紀の個展を開催します。この個展では、新作「おもかげ」を含む10作品を上映し、作品資料の展示を行います。

ASK?映像祭2009大賞作

1980年 豊頃町生まれ。

2003年 北海道教育大学  札幌校芸術文化課程美術コース卒業、2005年北海道教育大学大学院修了。

写真を使ったアニメーションを中心に制作。“記録”と“記憶”の狭間にある世界を探究している。

第56回オーバーハウゼン国際短編映画祭インターナショナルコンペティション ( 2010 )に「暮らしあと」入選。

佐竹 真紀

「暮らしあと」

　

祖父母が永年住んだ家を離れました。

そこには、私の幼い頃からの記憶、

祖父母の暮らしのあとが刻まれています。

写真やビデオなど、家族の記録を元に

制作しました。

「おもかげ」

写真家だった祖父が亡くなって10年が

経とうとしています。尊敬する祖父が残し

てくれた写真には、撮られた記憶のない

幼い私がいました。

上映作品

・ 「瞬き」 2003 年 8 分

・ 「そらいろ」 2003 年 1 分　

・ 「THE FOCUS」 2003 年 1 分　

・ 「ひととき - 2002 年 5 月 15 日 -」

　　2003 年 3 分

・ 「インターバル」 2005 年 11 分

・ 「テープレコーダー」 2007 年 4 分

・ 「射光」 2007 年 4 分　　

・ 「もうすこしくっついて」 2008 年 2 分

・ 「暮らしあと」 2009 年 12 分

・ 「おもかげ」 2010 年　時間未定

新作

ASK?映像祭プログラム
入れ替え制  各プログラム入場料:500円

全プログラムパスポート：1500円

2010.8.3(火)～8.7(土)
5日間にわたり6つのプログラムを上映します。本年度のコンペティションの受賞作品を発表するほか、アニメーションや
ドキュメンタリー、実験映画など多彩な作品が上映されます。また今年は、過去のコンペティションを振り返り、受賞作家による
作品を特集します。

東京シネマ新社の作品や科学ドキュメンタリー作品は NPO法人科学映像館のWEBにてご覧になれます。 

東京シネマ新社    http://tokyocinema.net/   　NPO法人科学映像館　http://www.kagakueizo.org/

戦後日本のドキュメンタリー映画に大きな業績を残した野田真吉。プランクトンの生態を詩的に捉えた科学映画の傑作　「マリン・スノー」
と雪国の生活を記録したドキュメンタリー「この雪の下に」を上映。

科学ドキュメントシリーズ 野田 真吉 特集

久里 洋二 16mmフィルムセレクション
先頃死去した現代美術家 ・ 荒川修作のドキュメンタリー 「芸術と生活と意見」、 若き日の立川談志が出演しているコメディー
「爆弾男の草加次郎」 など、 久里洋二が撮った意外な秘蔵作品を公開。

「頭の中のくるみ」

・ 「芸術と生活と意見」　1973年　20分　16mm

・ 「頭の中のくるみ」　2007 年　24 分 　16mm

・ 「あなたは何を考えているの」　1967 年　10 分　16mm

・ 「爆弾男の草加次郎」 制作年不明　12 分　16mm 出演 ： 立川談志

上映作品

「もうすこしくっついて」 「射光」 「テープレコーダー」 「インターバル」 

「マリン・スノー－石油の起源－」
 1960年  25分　 

演出 : 野田 真吉　大沼 鉄郎

製作 : 岡田 桑三

「この雪の下に」
1956年　33分 

演出 ： 野田 真吉

製作 ： 岡田 桑三

音楽 ： 芥川 也寸志
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